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研究成果の概要（和文）：日本内科学会（IM)、日本産科婦人科学会（OG)、日本外科学会（S)女性会員を対象に
妊娠出産とキャリアに関するアンケート調査（内容は基本的情報に加え、理想の結婚出産時期、職場での妊娠出
産に関するハラスメントやセクハラの経験、避妊や不妊治療、妊娠時の労働環境、妊娠分娩時の合併症、妊娠出
産を契機とした離職の経験など）を施行した。
総回答（回答率%）はIM 5,454（21.9）、OG 1,225（20.4）、S 1068（29.9）で、うち有効回答7,747を解析し
た。女性医師の出産年齢は全国平均に比し高く、キャリアを重要視しているが、妊娠出産を契機とした離職は約
20％に認められた。 

研究成果の概要（英文）：To determine current conditions of pregnancy/childbirth among women 
physicians and the critical factors for female physicians to maintain their careers along the course
 of pregnancy/childbirth, a survey on three medical societies; the Japanese Society of Internal 
Medicine (IM), the Japan society of Obstetrics and Gynecology (OG), and the Japan Society of Surgery
 (S); was conducted.
In total, 7,747 women (IM 5,454, OG 1,225, S 1,068) participated in this study with the response 
rate of 22.8%. Women doctors in S were more likely to have fewer numbers of children compared with 
those in IM and OG. The mean age at each childbirth was significantly older among women physicians 
was significantly older than the age in general population in Japan. Almost 40% of women physicians 
experienced harassments related sex/pregnancy/childbirth. Although various exemptions from work have
 been implemented during pregnancy, 20% of women left or changed their work after child delivery. 

研究分野： ジェンダー
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は3つの異なる専門分野（内科、産婦人科、外科）の女性医師の妊娠出産とキャリアに対する実態と考え
を明らかにする目的で行った。その結果、専門分野間の類似点や相違点、わが国の一般女性との相違点などが明
確となり、女性医師のキャリアに妊娠出産がどのように関係するかも推測できた。また、キャリアと少子化の関
連も推察することができた。今回の研究結果より、女性医師に限らず専門的な教育を受けた女性が社会的に活躍
し、キャリアを積み、持続的に社会貢献を続けるために必要な事は、キャリアのために出産を後回しにしなくて
も子供を産み育てつつもキャリアを積んでいける体制を構築することと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 

女性医師・研究者数は年々増加の一途をたどり、医学部の女子学生は 4 割近く、新卒医師におい

ては 3 割を超える。各専門分野での女性の実働が求められるとともに、性差医療など医療の分野

も多様化し、今後人口も高齢化するため、女性医師の今後の活躍は更に必要とされている。一方、

医師という専門性の高い領域においても依然として従来の男女役割分担（男性は仕事、女性は

家庭）の考えは未だに根強く残る（Kawase, et al.2014）。こうした傾向は特に外科系診療科におい

て顕著であり、出産育児を考える事により外科診療科の参入を選択しない、あるいは選択しても

出産や子育てを契機に仕事を続けられずに辞めていく女性が後を絶たない(Kawase, et al. 2015)。

外科系診療科では全体の医師数が大きく不足しており、昨今におけるがん患者の医療を支える

外科医や腫瘍内科医などのマンパワーが圧倒的に不足している。実際，OECD 諸国の中での女

性医師数は、日本が最低であり、皮膚科や小児科、産婦人科といった診療科では女性医師の占

める割合は高いが、外科や脳神経外科などの診療科では非常に低いか、いても若い世代のみで

ある。今後日本も欧米諸国同様、女性医師が増加することが予測されており、女性医師のキャリ

アの継続のための環境整備は喫緊の課題といえる。 

一昔前は「キャリアを選択するなら、結婚は諦める」、というキャリアウーマンが多かったが、今は

ほとんどの若い女性医師が結婚・出産願望を持っている。本研究申請代表者が参画する日本外

科学会男女共同参画推進委員会で 2014 年に行った調査（JSS 調査）でも、20 代の 90%、30 代の

80%が結婚、出産願望を持っていた。しかし我々の先行調査では未だに希望と乖離し諦めざるを

得ない状況にある。 

妊娠・出産の時期とキャリア形成の時期が重なるため、この時期をどうするかは、重大な問題であ

る。我が国ではこの 40 年間に平均婚姻年齢は 4．6 歳上昇しているが、特に専門職においては、

キャリアを優先し、結婚・出産を遅らせる傾向が強い．JSS 調査においても結婚年齢女性平均

30.8±0.24 歳となっている。また、我々が行った調査でも、専門医資格取得後、または研修終了後

に出産をしようと考えている人が約半数を占めていた。 

結婚・妊娠を遅らせた結果、妊孕性の低下が問題となる。この問題は明白だが、不妊治療を施行

する側での研究や報告は数々なされているものの、医学的なプロフェッショナルである女性医師

における不妊治療の実態はほとんど明らかにされていない。 

医師の仕事は時間外就業や緊急事態なども多く、身体的にもストレスが多い。われわれが行った

単一施設の調査では、外科系女性医師の半数に何らかの妊娠合併症が認められている。しかし、

大規模な女性医師の妊娠中の合併症、出産時の合併症に関する実態調査は今まで行われたこ

とはない。 

昨今、妊娠や出産を理由にした職場での嫌がらせや降格などの不当な扱い（マタニティーハラス

メント：マタハラ）が問題となっている。女性議員に対するセクハラやじ問題などに見られる如く、我

が国では現在でも社会的地位の高い職種においてすら女性に対する侮蔑がまかり通っている。

女性医師の間でも妊娠に関連するハラスメントを受けたという経験は日常茶飯事に言われている



が、その実態もわかっていない。このことで受けた精神的ストレスがその後のキャリアおよび個人

の生活に影響する可能性も考えられるが、この影響に関しては全く調査されたことはない。 

今までに行われた調査は、限られた施設や学会における調査であった。上述したように、妊娠・出

産を考えるが上に専門分野を選択する傾向があると考えられているが、これまで横断的に各専門

分野での妊娠・出産の実態調査が行われ、比較検討されたことはない。 

２． 研究の目的 

本研究は外科領域の学会と内科学会に所属する女性医師を対象に以下を明らかにする。 

１． 職場環境と妊娠・出産の可否の実態と希望 

２． 実態と希望のギャップ 

３． 妊娠・出産の合併症と妊娠期の労働環境との関連 

４． 各種ハラスメントの経験の有無と現在の就労モチベーションとの関連 

３． 研究の方法 

2018 年、日本外科学会男女共同参画委員会が主導で日本外科学会女性会員全員を対象に「女

性外科医の妊娠・出産に対する意識とその実態に関するアンケート調査」をウェブ形式で施行し

た。更に 2019 年、日本産科婦人科学会（サステイナブル産婦人科医療体制確立委員会）、また日

本内科学会（学会在り方検討委員会 男女共同参画・働き方改革ワーキンググループ）の協力を

得て、2 学会女性会員を対象にアンケートに若干の修正を加えて同調査を施行した。 

アンケートは妊娠出産にまつわるかなり繊細な内容を含むため、趣旨に賛同しアンケートを開始

した後、さらに最初の質問で調査の参加に同意した方のみがアンケート回答に進む形とした。ま

た回答は無記名で返信されたためあらかじめ匿名化されたデータが解析に利用された。 

質問項目として、基本的情報、仕事の状況、生活の状況、全員に対して理想の結婚出産時期、職

場で今までに妊娠出産に対するネガティブなコメントやセクハラを受けたことがあるか、仕事のた

めの避妊や不妊治療の経験、妊娠出産経験のある人に対しては子供の数、出産年齢、妊娠時の

労働に関して、マタニティハラスメントの経験、妊娠出産を契機とした離職の経験、不妊治療、妊

娠分娩時の合併症、また妊娠出産に関する自由なご意見も伺った。 

 

４．研究成果 

総回答は日本内科学会（IM）5,454、回答率 21.9％、日本産科婦人科学会（OG)1,225、回答率

20.4％、日本外科学会（S)1068、回答率 29.9％で、うち有効回答数 IM 5349,OG 1209 ,S 1015 を解

析した。 

結果 



1. 理想の出産時期はレジデント終了後あるいは専門医取得後の回答が多く女性医師がキ

ャリアを重要視していることがわかった。 

2. 不妊治療は 30 代後半から 40 代前半で 40％近くが経験しており、ほとんどが常勤フルタ

イムで治療を受けていた。 

3. パートナーが育休取得した人のほうが、平均子供数が多かった（取得あり 1.81， 取得な

し 1.57, p<0.01）。 

4. 出産年齢は全国平均に比し高齢傾向であった（第 1 子出産時平均年齢：ＩＭ 32.5, OG 

31.9, S 33.1, 全国平均 30.7）。 

5. 外科女性医師の子供数は有意に他科に比し少なかった（婚姻者における平均子供数 

IM 1.8, OG 1.9, S 1.7, p<0.01）。 

6. 経年的に意識改善が芽生えてきている可能性はあるが、妊娠出産に関するハラスメント

は約 40％。セクシュアルハラスメントも 40－50％が経験していた。 

7. 妊娠合併症は約 30％、分娩合併症は約 20％に認められ、労働時間とは関係が認められ

なかった。 

8. 就労緩和と産前産後休業はだいたいが取得しているが、妊娠出産を契機とした離職は約

20％に認められた。IM, OG では年代を経るごとに診療所勤務の増加が認められ、短時間

勤務者も一定数認められた。一方 S は有意に労働時間が長く、未婚者割合が高く、子供

を持つ人の割合および子供の数が少なかった。 
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